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小中併設校となり、今年度で４年目を迎えた本校。併設校ならではの小中連携事業として、本校では

小中の職員が「まなび部会（学習）」「たいけん部会（行事や集会）」「こころ部会（生徒指導）」「からだ

部会（健康安全）」の４つに分かれて、９年間を見据えた一貫性・系統性のある指導に努めています。

「まなび部会」では、指導方法の工夫・改善を図ることをねらいに、小中相互の授業研究会に参加し、

児童生徒の学力向上に成果が表れています。また、卒業式で歌う合唱は、専門性の高い中学校の音楽教

員が小学校の授業を主担当として進め、歌唱指導はもちもん、中学校の授業の雰囲気も味わえる機会と

なっています。

「たいけん部会」では、入学を間近に控えた６年生の不安を和らげるために、中学校１年生との交流

会を実施しています。小グループでお互いに気兼ねなく本音で話せるため、６年生は不安が和らぐとと

もに、中学校への期待を膨らませています。

「こころ部会」では、小中合同で「明るい元気なあいさつ運動」を実施し、あいさつの大切さや思い

やりの心の育成に努めています。

「からだ部会」では、小中合同の生活調査を実施し、発達段階に応じた生活習慣の確認やそれに伴う

改善方法を検討しています。この他に避難訓練、学校保健委員会等を合同で実施し、健康安全の指導に

努めています。

今後もこうした取組をＰＤＣＡサイクルを活用しながら継続し、小中併設校のメリットを最大限に発

揮して小学校から中学校への円滑な接続を図っていきたいと考えています。

＜避難訓練＞ ＜あいさつ運動＞ ＜中総体激励会＞ ＜小６・中１交流会＞

１月31日（水）、今年度３回目の避難訓練を行いました。今回は、「積雪時の地震発生時において、安

全な行動の仕方や対処の方法を身に付けること」をねらいとして実施しました。今年のお正月、能登

半島で起きた地震について見聞きしていたためか、これまでよりも真剣な態度で参加している子ども

たちが多かったように感じました。地震などの災害は「いつ起こるかわからないこと」「家でそんな場

面に遭遇したらどう対応するか家族で話し合っておくこと」を、全員で確認しました。
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全校児童が、この一年間お世話になった地域の方々や給食調理員の方
々に感謝のお手紙を書きました。２月５日（月）に「感謝の会」を開催
し、代表として健康委員会の子どもたちが、八郎潟町環境保全米推進協
議会、地産地消の会、地域安全ボランティア、給食調理員の方々へお手
紙を渡し、感謝の気持ちを伝えました。

１月22日（月）～26日（金）までの１週間、「高校生派遣助手プログ
ラム事業」で本校の卒業生、高校３年生の長澤潤弥さんが後輩たちと学
校生活を一緒に過ごしました。休み時間には、小学生が潤弥さんの周り
に集まり、仲良く遊んでもらっていました。潤弥さんは、大学進学が決
まり教職の仕事も経験してみようと思い、今回このプログラムに参加し
たそうです。短い期間でしたが、ありがとうございました。

○男鹿潟上南秋書き初め展（銀賞以上） 銀賞 ５年 ○○ ○○
銀賞 ５年 ○○ ○○

○第17回春季全日本小学生ソフトボール大会秋田県予選
準優勝 八郎潟ソフトボール部

○男鹿潟上南秋小中学校読書感想文コンクール 優良賞 ４年 ○○ ○○
○ショートテニス ジュニアサーキットチャレンジアキタ 2023

Ｕ12女子 第３位 ５年 ○○ ○○ Ｕ10女子 第３位 ４年 ○○ ○○
Ｕ10男子 第３位 ３年 ○○ ○○

○第28回全県小学生バドミントン選手権
５年男子シングルス 第３位 ５年 ○○ ○○

○第34回防火作文コンクール 優秀賞 ５年 ○○ ○○ ５年 ○○ ○○
○第33回火災予防標語コンクール 優秀賞 ５年 ○○ ○○
○第18回北東北小学生選抜インドア研修大会（ソフトテニス）

男子４年生以下の部 第１位 ３年 ○○ ○○

１日（金）区会 全校５校時限 14日（木）卒業証書授与式準備（５年）ＳＢ13:40

集団下校訓練 ＳＢ14:40 ５年生：５校時限、他学年：４校時限

４日（月）全校５校時限 15日（金）卒業証書授与式 ＳＢ12:00

５日（火）６年生ありがとうの会 20日（水）春分の日

ありがとう給食 21日（木）修了式 全校３校時限、ＳＢ11:30
６日（水）フッ化物洗口日 全校５校時限 22日（金）春季休業（～4/3）

７日（木）全校５校時限 28日（木）離任式

13日（水）卒業証書授与式全体練習

全校５校時限
４／４(木)新任式 １学期始業式 ＳＢ11:00
４／５(金)入学式 ＳＢ11:00


